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発 表 要 旨
 数式処理の現状と将来











 数式処理の応用  統計計算を中心に









                         田中勝人（…橋大学）
 数式処理言語REDUCEを時系列解析の分野に応用した例として，時系列モデルにおける
MLE（最尤推定量）の分布の漸近展開の導出を取り上げた．
 ARMA（自己回帰移動平均）モデルに含まれるパラメータのMLEを求める尤度方程式は非
線型で，解を厳密に明示的な形で得ることはできない．そこで，真のパラメータの周りでの展
開を行う．その際，必要となるのは定積分（留数計算）および数式を要素とする行列演算であ
る．
 次にその展開式を用いて，MLEの同時密度の展開を得る．ここで必要となる演算は微分，積
和および定積分の計算に帰着でき，この場合もREDUCEの機能を生かすことにより，望む結果
を得ることができる．
 導出のためアルゴリズムについてはTanaka，K．（1984）〃∫S昼46，58～67を参照のこと．
